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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞内成分をリソソームに送って分解する主要過程であるオートファジーに必要な大きなタンパク質複合体の一部である。この遺伝子の欠陥は、炎症性腸疾患 10 型 (IBD10) に対する感受性の原因である。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが見つかっている。[RefSeq 提供、2010 年 6 月]、疾患:ATG16L1 の遺伝的変異は、炎症性腸疾患 10 型 (IBD10) に対する感受性と関連している [MIM:611081]。IBD は、慢性の再発性腸炎を特徴とする。IBD は、クローン病 (CD) と潰瘍性大腸炎の表現型に細分される。IBD10 患者は、CD に特徴的な表現型を示す。消化管のどの部分にも影響を及ぼす可能性があるが、最も頻繁に現れるのは末端回腸と結腸である。 CDは一般的に自己免疫疾患に分類されます。,機能：オートファジーにおいて重要な役割を果たします。,配列注意：CDSの選択が誤っています。,類似性：WDリピートATG16ファミリーに属します。,類似性：7つのWDリピートを含みます。,細胞内局在：プレオートファゴソーム構造（PAS）に局在し、ATG5の膜へのターゲティングに関与します。,サブユニット：ホモオリゴマー。ATG5と相互作用します。4セットのATG12-ATG5とATG16L1（400 kDa）または8セットのATG12-ATG5とATG16L1（800 kDa）からなるマイナー複合体とメジャー複合体の一部です。,
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	1:1000希釈の抗体を用いたJurkatのウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

